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(11月末日現在〉 前月比

人口 55.6'00 (L:>.30 
{男 26.751 凶7)
女 28.849 (+13) 
世帯数 1t.490 (+13) 
転入 Z 83 出生 66 
転出 354 死亡 29 

新 春
昭和 40年 日フじ

発展する大村市のシンボJL.新市庁舎
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新春ずいそう手品チ~

四
年
後
の

大
村
の
姿

大
村
市
長大

村

純
毅

ァ2'IiDL 凧 y

本
年
は
、
終
戦
後
二
十
年
自

の
年
で
あ
る
。
国
と
し
て
も
大

村
市
と
し
て
も
、
ま
た
私
個
人

と
し
て
も
誠
に
感
概
深
い
二
十

年
自
の
年
で
あ
る
。

し
か
も
、
私
に
と
っ
て
は
四

回
目
の
市
長
と
し
て
.
そ
の
才

一
年
自
の
新
春
を
新
装
在
っ
た

て才

は

ロ
ー

日

に
し
て
な
ら
ず

大
村
市
議
会
議
長

津
田

今
次
市
長
選
を
通
じ
て
、
各

候
補
者
の
共
通
の
悲
願
は
十
万

都
市
の
建
設
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
最
短
コ

l
メ
と

し
て
、
工
場
誘
致
と
い
う
関
心

事
が
あ
る
。
「
電
力
」
「
水
」

等
の
先
行
投
資
と
、
才
一
次
産

市
の
庁
舎
に
迎
え
た
と
い
う
こ

と
は
い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
、
ひ

と
し
を
感
概
深
い
も
の
が
あ
る

そ
れ
と
同
時
に
責
任
の
重
大

さ
を
し
み
じ
み
と
感
十
る
の
で

あ
る
。

良日

業
ハ
農
漁
)
の
体
質
改
善
の
上

に
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
才
二

次
才
三
次
産
業
の
近
代
化
に
着

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
時
期
に

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
つ
、
四
年
後
の
晩
飯
を
食
っ
た
。

我
が
愛
す
る
郷
土
、
大
村
市
の

-
四
年
前
に
は
一
週
間
ぐ
ら
い

姿
を
夢
に
見
て
見
ょ
う
と
思
う
か
か
っ
て
や
っ
た
仕
事
が
二
日

:
:
:
昨
日
の
朝
の
一
番
機
で
大
間
で
す
ん
で

L
ま
っ
た
。

村
空
港
を
飛
び
立
っ
た
私
は
、
明
日
は
、
新
し
く
で
き
た
中

東
京
で
自
治
省
、
大
蔵
省
の
関
央
公
民
館
で
市
民
音
楽
祭
が
あ

係
者
に
陳
情
を
終
っ
て
、
来
年
る
。
こ
の
前
の
と
き
も
四
千
人

度
の
公
共
事
業
に
た
い
す
る
補
ぐ
ら
い
集
っ
た
か
ら
、
明
日
は

助
金
と
、
起
債
の
問
題
を
解
決
五
千
人
ぐ
ら
い
は
集
る
だ
ろ
う

し
て
、
今
日
夕
方
大
村
空
港
に
と
思
う
。

帰
っ
て
米
た
そ
の
足
で
空
港
昨
晩
報
告
を
う
け
た
こ
と
だ

か
ら
高
速
自
動
車
道
路
を
二
十
が
、
今
年
は
大
村
み
か
ん
も
大

分
で
県
庁
に
行
き
、
県
知
事
と
豊
作
で
、
毎
日
市
内
の
駅
か
ら

も
あ
い
県
費
補
助
も
貰
え
る
よ
五
十
車
鞠
以
上
の
み
か
ん
が
阪

う
に
話
し
あ
っ
て
、
家
に
帰
b

神
、
東
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
、

然
レ
仏
と
く
ち
に
工
場
企
業

誘
致
と
い
う
け
れ
ど
、
日
本
の

西
端
に
あ
る
本
市
の
こ
と
だ
、

そ
う
や
す
や
す
と
工
場
が
く
る

は
十
が
な
い
。

工
場
側
か
ら
い
え
ば
「
大
村

に
進
出
す
る
為
に
は
他
に
比
し

て
特
に
有
利
な
条
件
が
怠
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
工
場
用
地
が
安

く
、
労
灼
力
、
電
力
、
工
業
水

が
豊
富
低
廉
、
陸
海
の
交
通
ず

便
で
原
材
料
が
豊
富
、
製
品
の

販
売
市
場
が
近
く
て
、
地
元
側

が
土
地
、
道
路
、
住
宅
、
学
校

病
院
等
の
環
境
整
備
、
税
の
減

免
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
」
こ
れ
は
u

帰
す
る
と
こ
ろ
製
品
の
原
価
に

影
響
し
企
業
間
競
争
の
キ
メ
手

と
、
な
る
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
反
対
に
地
元
側
と

し
て
は
「
各
種
税
金
の
増
収
、

地
元
の
労
的
力
を
沢
山
使
っ
て

く
れ
て
待
遇
が
よ
い
工
場
、
従

業
員
や
家
族
が
地
元
の
資
材
商

品
を
沢
山
消
費
し
て
ぐ
れ
る
も

の
、
煙
や
ガ
ス
排
水
等
が
他
産

業
や
住
民
に
被
害
を
与
え
左
い

し
か
も
大
変
好
評
だ
そ
う
で
あ

る
。
:
:
:

ま
た
初
夢
と
し
て
、
四
年
前

ま
で
い
ろ
い
ろ
の
課
題
で
あ
っ

た
市
の
行
政
形
態
や
機
関
が
高

度
化
し
て
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
は
四
期
の
市
長
と
し
て

責
任
を
果
し
た
と
い
う
か
市
民

の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
感
じ
た
。

私
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
を
ぜ

ひ
正
夢
と
し
た
い
責
任
と
、
一

方
市
民
皆
様
の
強
い
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
心
か
ら
烏
願
い
し
た
い

も
の
、
地
元
よ
り
の
サ
ー
ビ
ス

は
最
小
限
で
企
業
側
が
負
担
し

て
く
れ
る
も
の
」
つ
ま
り
こ
れ

等
の
条
件
が
う
ま
く
調
整
さ
れ

か
な
え
ら
れ
る
時
工
場
の
誘
致

が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
為
に
は
、
住
民
、
か
大
村

市
の
繁
栄
の
為
、
小
異
を
す
て

て
た
同
に
つ
き
、
協
力
し
て
こ

れ
等
の
条
件
を
か
な
え
つ
つ
一
、

歩
一
歩
前
進
し
て
ゆ
く
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
:
・

「ロ

1
マ
は
一
日
に
し
て
左
ら

十
」
の
言
葉
を
か
み
し
め
て
:
・

、企
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砂家計簿をつけましよう

新年は 心を一新する契機となってこそ意義があります。ただ

元日を祝うというだけでなく、みんなで将来を考え、計画を立

てて、新しい生活、新しい希望む出発点といたしましょう。

( 3 ) 

砂家計簿に予算を

必要なだけはいるのだから…ーといち人もいますが 家庭生活

の内容を向上させるには、才ーに家計簿記帳のくふうをして

より明るく健全な予算生活を行なうことが大切でしょう。 1、 1
4 

砂お宅の家計には予算がありますか。

もし 予算を立ててい友い方は 今年から実行してみたらいか

がでしょう。主食費副食費光熱費 教育費というように分

けてだいたいの予算をきめ 1--2カ月ののうさにやりにくい

ところを調整して行くと、すぐ家計簿上の予算も決まってくる

ことでしょう。

予算生活のプラスは

舟

支出がしっかりつかめて、思いがけない

ムダを発見できることです。

今すぐ実行いたしましょう。

云三入与主宇佐
4 

ね
ず
み
を
と
ろ
う

4炉 、

野 でい食食日 ぐ娩ら 除た駆
菜甘でベベにネ、ネらはいネ;ネ法めそ除ー
は藷死なま白子ズいーたスズをにこを月
生 類 にい す分ミごの年つミ亡の、で行下 t 

を、まとがのは『子にとは~ベネよな句 τ
好魚、す、、体食のネ約繁生のてズりいにの
み類口こそ重 欲 食ズ六殖れ繁みミよま市羽
まなま日ののが糧ミ回をて殖まのいす内足
すどたかわ四お を、 始 か し習効 0':'- l~ 
Q も主らり分う 生ーめら よ性果 斉と
好会三にの盛 み固ま三 うとを に臨
物 は日 食 ーで まにすカ 。そあ 、、広
で 穀 ぐ物以、 す六 Q 月 のげ ズ豚
す物らを上ー ロ匹分ぐ 駆る ミ法

すま器 陰所 み 的がわね ハロ イ環方法
。まは にでが毒で協せずま 、、 、境法、駆駆
にこお、 食餌 す力てみたすネネよネ的がネ 弘之 I硲
しとく通 物を G し行取こる ズズう ズ駆あズに史
てさの 路 をお てなりの Q ミミにミ除りミはど
おらがか 食く ーい 器駆こがの すに 方ま取毒 万
くによらい場 拝、に除と住住る食法すり餌法
の 整く少 あ 所 にでよ方なみみ。物と 0 器を
が理、しさは 行きる 法 どに場 をは を使
良せ家はりい うる方とでく所 取 使つ
いず 具 なにつ のだ 法 、す い を ら って
よ自ゃれくも がけと 毒 Q よな れ て殺
う然、たるね 効近を餌 うく な 殺す
での計物場 ず 果 所 あ、 、にす い す方

一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
=

貯
金
の
か
く
れ
た
役
目

明
治
八
年
に
始
ま
っ
た
郵

便
貯
金
が
昨
年
十
月
二
兆
円

に
在
っ
た
。
一
口
に
二
兆
円

と
い
う
が
千
円
札
を
よ
こ
に

並
べ
る
と
地
球
を
八
固
ま
わ

っ
て
あ
ま
り
が
あ
る
と
い
う

こ
の
二
兆
円
が
、
そ
っ
く

り
大
蔵
省
に
廻
り
、
県
や
市

町
村
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
、

公
営
住
宅
が
で
き
、

学
校
、

病
院
な
と
が
建
設
さ
れ
、
水

道
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
が

整
備
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
は

私
た
ち
の
街
を
明
る
く
し
、

住
み
よ
い
社
会
を
築
く
う
え

に
大
き
主
役
割
を
も
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
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お
し
ら
せ
『

4
1
1
4
ノ
1
1

-
成
人
式
に
参
加
し
よ
う

市
内
で
八
百
五
十
名
が
お
と
な
の
仲
間
入
り

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
こ
の
日

は
、
お
と
な
h

に
な
っ
た
こ
と
を
自
分
の
こ
こ
ろ

に
い

い
き
か
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
の
ま
わ

b
の
人
え
や
、
国
民
の
す
べ
て
が
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
を
に
在
っ
て
立
ち
、
社
会
の
た
め
世
界

の
た
め
に
、
つ
く
そ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は

け
ま
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

市
で
は
新
ら
し
く
成
年
に

達
し
た
人
々
を
祝
い
励
ま
す

た
め
、
次
の
と
お

b
、
成
人

式
を
行
・
な
い
ま
す
。
該
当
者

は
最
く
り
あ
わ
せ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

な
お
、
成
人
者
に
は
年
末

に
案
内
扶
を
発
送
し
ま
し
た

が
、
も
し
、
も
れ
た
方
が
あ

b
ま
し
た
ら
、
早
自
に
沿
申

し
出
く
だ
さ
い
。

期
日
一
月
十
五
日

午
前
十
時

大
村
市
公
会
堂

マ
式
典

マ
記
念
講
演
元
大
蔵
大
臣

親
和
銀
行
会
長

北
村
徳
太
郎
氏

マ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

県
立
大
村
工
業
高
校
吹
奏

楽
団
演
奏

該
当
者
昭
和
十
九
年
一
月
十
六
日

よ
り
二
十
年

一
月
十
五
日

ま
で
の
聞
に
う
ま
れ
た
方

お
問
合
せ

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
・
電
話
三
一
一
一
番

-
在
外
財
産
実
態
調
査
票

を
早
く
出
し
て
く
だ
さ
い

s

在
外
財
産
実
態
調
査
票
を
未

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
必

守
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
一
月
の
六
日
、

八

目
、
十
一
日
、
十
八
日
、

十
六
日

提
出
先
所
内
支
部

市
役
所
福
祉
事
務

大
村
引
揚
者
団
体

置
市
立
幼
稚
園
の

園
児
を
募
集

A
募
集
期
日

一
月
十
一
日
か
ら

一
月
三
十
日
ま
で

ム
申
込
み

申
し
込
み
は
各
幼
稚
園
で

受
け
付
け
ま
す
。

ム
入
国
資
格

満
五
才

児

た

だ

し
定
員

に
余
裕
の
あ
る
と
き
に
限

b
満
四
才
児
も
入
園
で
き

ま
す

(定
員
超
過
の
場
合

は
満
四
才
児
は
抽
選
を
行

い
ま
す
)

ム
保
育
料

月
額
六
百
五
十
円
の
見
込

ム
入
園
手

数

料

五

百

円

ム
入
園
期
日
四
月
十
二
日

A 募要
松福竹中西大三募集領市
原重松央大村浦集をで教
幼幼幼幼村幼幼 定行市育
稚稚稚 稚幼稚稚員な 立委
国 園園園稚園 園 い幼員

園 ま稚会
百 百 す園で

四四二 八八二 四 。闘は
十十十十十十十 児次
人人人人人人人 のの

万十二千見!門
円八十円習四男
t才・工十子

配 四七バ十五 M
達 十千イ七才 自
員 五吋グ lニ 動
十才・修二万車
八一白理十 1整
1万 動 見才三 備
四五 車習 七万工
十千 運 十千円三
五 l転五 l ・十
才 二 手 l八同五

f 
J 
J ， 

:
-
一
月
八
日
に
ザ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
:
:
:
・

今
年
も
一

月
八
日
に
消
防
の
た
め
、
サ
イ
レ
シ

を
鳴
ら…

出
初
式
を
西
大
村
中
学
校
校
し
ま
す
の
で
、
火
事
と
ま
ち
…

庭
で
行
な
い
ま
す
。
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
…

当
日
は
午
前
八
時
演
習
召
集
さ

い

。

山

吹

鳴

要

領

山

…
サ
イ
レ
ン
(
約
日
秒〉

休
(
約
6
秒
)
サ
イ
レ
ン
(
約
日
秒
〉

lZ月10日から鈴田三浦

地区の電話が大村局に合

併され、自動化となりま

した。これで今まで鈴田

三浦地区に電話するとき

は 106番に申込んで通話

しなければなbませんで

したが、これからはダイ

ヤノレを回せばすぐ相手が

出ることに左b大変便利

にたbました。

三浦の電話も

ダイヤJL-式に

場
所
行
事

・
母
子
検
診
の
と
り
や
め
一
月
六
日
実
施
予
定
の
竹
松
と

三
浦
地
区
の
母
子
検
診
は
都
合
に
よ

b
と
り
や
め
ま
す
。

圃鈴田、
一
万
三
千
五
百
l
二
万
円
・
営
業

部
員
二
十
五
t
四
十
五
才
一
万
一
一
一

千
1
三
万
円
・
庖
員
十
八

t
二
十

七
才
九
千
l
一
万
五
千
円
・
経
理

事
務
十
八
/
四
十
才
一
万
三
千

t

二
万
八
千
円
・
旋
盤
工
十
八
!
五

十
才
日
給
五
百
l
六
百
円
・

菓
子

職
人
年
令
不
問
二
万
五
千
円

川
女
子
M

経
理
事
務
十
八
l
三
十

才
一
万
円
・
一
般
事
務
十
八

t
二

十
三
才
八
千

t
一
万
円
・

庖
員
十

八
t
四
十
才
八
千
1
一
万
円
・
木

材
皮
む
き
工
二
十

i
四
十
五
才
日

給
三
百
円
・

製
材
雑
役
二
十
l
四

十
才
臼
給
三
百
五
十

l
四
百
円
・

煉
炭
雑
役
三
十
五
才
ま
で
日
給
四

百
円
・
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
十
八
l
二

十
五
才
九
千
l
一
万
円
・
集
金
人

三
十
五
才
ま
で
八
千
円
・
タ
イ
ル

工
十
六

i
二
十
二
才
日
給
三
百
二

十
円
・

旅
館
女
中
二
十
i
五
十
才

住
込

一
万
円

イ

-~ム


